


8つの

基本方針と

その取組み

様 な々施設を集約して、利用しやすい場所につくることで、

コンパクト でにぎわいのあるまちづくりを目指します。

施設の集約と利用の効率化1

市民センターはこれまでどおり 活用しながら 、

地域のつながりの充実に取り 組みます。

北九州市の公共施設を
安全に保有するには!?

学校 市民センター 放課後児童
クラブ

施設A

施設B

施設C

施設D

使命が

薄れた施設

廃止
利用率が

低い施設

廃止

バス停・ 駅

新複合施設

複合化

統廃合や

廃止で生じ た

余剰施設や土地

民間への売却

民間への貸付など

まちづくりの視点から

積極的な利活用

施設の利用目的や休館日、利用時間などを見直して、

誰もが使いやすい施設にします。

施設の利用料金などを見直して、

皆さんの税金でまかなっている部分と

利用者の支払う 部分のバランスを

とります。

特定目的施設や利用形態の見直し4

利用料金の見直し6

まちづくりの視点からの資産の有効活用7

施設の長寿命化と
年度毎費用の平準化

5

勤労青少年ホーム

（ 令和元年度末で廃止）

生涯学習センター

男女共同参画施設

（ ムーブ、レディス）

建築設備の
更新

雨漏り防止
など

屋根の補修

浮き 、剥がれ
防止など

外壁の補修

支 出

維持
管理費

収 入 収 入

使用料

使用料
利用料金の見直し

減免制度の見直し

駐車場の有料化

税金
税金

施設の有効活用

外郭団体への
譲渡を検討

8

※設計から解体、更新までに

　 かかる全ての費用

ライフサイクルコスト ※

の縮減

2 市民センターを中心とした
地域コミュニティ の充実  

3民間施設・
ノウハウの活用 

施設予約システムで

スマートフォンからも

予約できるよ!

時間単位で

借りられるようになったから 、

使いやすく なったね

Ⓒていたん,北九州市

北九州市立ひびきの小学校

放課後児童クラブ

小学校

屋内運動場

市民センター

今後も必要な

施設は利便性の高い

場所に集約・ 複合化!


